
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日
受
領

答

弁

第

四

一

七

号

内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
一
七
号

平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
六
日

内
閣
総
理
大
臣

麻

生

太

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
育
児
休
業
の
取
得
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
山
井
和
則
君
提
出
育
児
休
業
の
取
得
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
年
法
律
第
七

十
六
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
二
十
一
条
第
二
項
の
趣
旨
は
、
法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
が
明
示
が
さ

れ
た
場
合
に
は
、
事
業
主
及
び
労
働
者
双
方
に
と
っ
て
紛
争
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
も
た
ら
さ
れ
る

点
に
あ
る
。

二
に
つ
い
て

法
第
二
十
一
条
第
一
項
に
掲
げ
る
事
項
は
、
事
業
の
状
況
に
よ
っ
て
は
多
大
な
事
務
負
担
が
生
じ
、
明
示
す
る
こ
と
が
困

難
と
な
る
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
明
示
に
つ
い
て
は
努
力
義
務
に
と
ど
め
た
も
の
で
あ
る
。

三
及
び
六
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
御
指
摘
の
と
お
り
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

労
働
基
準
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
第
九
十
一
条
か
ら
第
九
十
三
条
ま
で
の
規
定
は
、
常
時
十
人
未
満
の

一



労
働
者
を
使
用
す
る
使
用
者
が
作
成
す
る
就
業
規
則
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
割
合
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、
平
成
十
七
年
度
の
「
女
性
雇
用
管
理
基
本
調
査
」
に
よ
る
と
、
育
児

休
業
制
度
の
規
定
が
あ
る
事
業
所
の
割
合
は
、
事
業
所
規
模
五
人
以
上
が
六
十
一
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
事
業
所
規
模
三
十
人

以
上
が
八
十
六
・
一
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

七
か
ら
九
ま
で
に
つ
い
て

育
児
休
業
の
期
間
は
、
原
則
と
し
て
、
法
に
直
接
基
づ
い
て
定
ま
る
も
の
で
あ
り
、
事
業
主
は
労
働
者
の
申
出
を
拒
む
こ

と
が
で
き
な
い
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
よ
う
な
育
児
休
業
申
出
書
の
写
し
及
び
育
児
休
業
取
扱
通
知
書
の
保
管
及
び
交
付
が
不
利
益
取
扱
い
の

防
止
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
事
実
上
の
効
果
を
持
つ
か
は
、
事
案
に
よ
り
様
々
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
一
概
に

お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

十
及
び
十
二
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十
一
年
五
月
二
十
二
日
内
閣
衆
質
一
七
一
第
四
〇
二
号
）
一
及
び
二
に
つ

二



い
て
で
お
答
え
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

ま
た
、
お
尋
ね
の
「
理
由
」
は
、
示
さ
れ
た
事
項
の
内
容
が
明
確
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

十
一
に
つ
い
て

育
児
休
業
申
出
書
の
写
し
の
保
管
は
、
事
実
関
係
が
明
確
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
事
案
に
よ
っ
て
は
、
紛
争
の
未
然
防
止

の
た
め
に
一
定
の
事
実
上
の
効
果
を
持
つ
場
合
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

三


